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4. 県内の医療体制

コチラもCheck!  『がんになったら手にとるガイド』

　21世紀に入り、専門医制度の確立、国内における各がん種に対す
るガイドラインの作成と普及、がん診療連携拠点病院制度、がん対
策基本法をはじめとする法整備、がん対策推進基本計画、そして個々
のがん治療医の意識変革により、我が国のがん医療は大きく変わり、
進歩しました。どこに住んでいても標準治療（現在利用できる最良
の治療）を受けられる体制が整い、それは沖縄県でも実現できてい
ます。
　内視鏡治療、胸腔鏡下手術、腹腔鏡下手術、ロボット支援下手術、
定位放射線治療、強度変調放射線治療、分子標的薬や免疫チェック
ポイント阻害薬による治療など、標準治療に必要な治療はすべて県
内で受けることができます。

　希少がんとは、発生の稀ながんを示す言葉です。沖縄県内では、希
少がんの診療経験が豊富な琉球大学病院での診察が推奨されます。希
少がんの詳しい情報に関しては、国立がん研究センター希少がんセン
ターのサイトをご覧ください。
小児がんは大人のがんに比べて患者の数が少なく、こちらも診断や

治療の経験が豊富な医療機関での診療が推奨されます。沖縄県内では
琉球大学病院と沖縄県立こども医療センターがその医療機関にあたり
ます。診療所を含むどこの小児科で最初の診断がされても、前述の2
つの病院に紹介されることが確立されていますので、ご安心ください。

（2）希少がんと小児がんの診療病院

　沖縄県が令和２年度に実施した医療機能調査で、「がん診療を行っ
ている」と回答した県内医療施設のうち、掲載要件を満たすことが確
認された医療施設です。この掲載要件の選定には、がん種ごとに県内
を代表する医師が集まって検討しています。専門家の検討を経て決定
された掲載要件を満たした医療施設ですから、安心してお勧めできます。

（3）がん診療を行う医療施設

いったーあんまー　まーかいがー

ベーベーぬ　草刈いが

べーべーぬ　まさ草や

（いったーあんまー　まーかいがー）

国立がん研究センター小児がん情報サービス P17
国立がん研究センター希少がんセンター P16

■都道府県がん診療連携拠点病院

（1）がん診療連携拠点病院制度
　全国どこでも質の高いがん医療を提供することができるよう、専
門的ながん医療の提供、地域のがん診療の連携協力体制の整備、患者・
住民への相談支援や情報提供などの役割を担う病院として、国が定
める指定要件を踏まえて、厚生労働大臣が指定した病院です。

■地域がん診療連携拠点病院

■地域がん診療病院
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（4）がん診療を行う県内医療施設一覧

出典：沖縄県保健医療部健康長寿課ホームページ
　　　がん診療を行う医療施設

医師の異動等で対応できるがん種や治療の範囲が変わる可能性もあります。詳しくは各病院
にお問い合わせください。

（2021年10月時点）

https://www.pref.okinawa.jp/site/hoken/kenkotyoju/cancer/
documents/itiran.pdf
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（5）離島とがん　～通院治療の選択～

■宮古島、石垣島で暮らす方へ

＊

沖縄県 がん患者さんのための療養場所ガイド  シリーズ全8巻

1
竹富町
与那国町編　

本島北部編
国頭村・大宜味村
東村・今帰仁村
本部町・名護市

本島周辺の離島村編
粟国村・渡名喜村
座間味村・渡嘉敷村
北大東村・南大東村

3
多良間村編

5
伊平屋村・伊是名村
伊江村編

7

2
石垣市編

4
宮古島市編

6

8
久米島町編
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私の病床体験

コチラもCheck!  『がんになったら手にとるガイド』

あなたに合った
治療法を一緒に

考えましょう。




